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レポートボックス １ー４　応用線形代数

1. 実数の（すべての）無限列 {xi}∞i=1を要素としてもつ集合は通常の和と実数との積でベクトル空
間になることを定義に沿って示せ.

2. 任意の α, β ∈ R，ただし，β ̸= π
2 + kπ (k ∈ ZZ) に対して，

 sinα
1

cosβ

cosα

,

 sin(α+ β)

cos(2β)

cos(α− β)

,

 cosα

− sinβ

sinα

 は線形独立もしくは線形従属のどちらかであるかを示せ．
3. W，X をベクトル空間 V の部分空間とした時，W ∩X も V の部分空間であることを示せ．

4. x ∈ Rnに対して，∥x∥2 ≤
√
n∥x∥∞ ≤

√
n∥x∥2が常に成り立つことを示せ．
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